
ら
歩
く
平
坦
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
頂
上
コ
ー
ス
を
登
っ
て
み
ま
す
。
島

の
約
半
分
が
鳥
獣
保
護
区
に
な
っ
て
い
る

こ
の
島
は
本
当
に
自
然
豊
か
。
遊
歩
道
で

野
生
の
キ
ジ
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。
鹿
久
居
島
は
そ
の
名
の
通
り
古

く
か
ら
鹿
が
生
息
す
る
島
で
、
か
つ
て
後

鳥
羽
院
の
歌
に
も

「
月
影
に
　
虫

明
け
の
瀬
戸

漕
ぎ
出
れ
ば

八
十
島
か
け

て
お
く
る
鹿

の
音
」
と
詠
ま

れ
ま
し
た
。
現
在

は
1
0
0
頭
ほ
ど
生
息
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
な
ぜ
か
雌
ば
か
り
。
ど
う
や
っ
て

繁
殖
す
る
の
か
と
い
う
と
、
毎
年
、
秋
か

ら
冬
に
雄
の
鹿
が
本
土
か
ら
泳
い
で
渡
っ

て
来
る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
き
で
す
。
地

元
の
漁
師
さ
ん
の
お
話
で
は
、
群
れ
を
な

さ
ず
に
単
独
で
海
を
泳
ぐ
雄
鹿
を
よ
く
見

か
け
る
と
か
。
登
り
坂
に
な
っ
た
遊
歩
道

を
歩
き
な
が
ら
、鹿
に
会
え
な
い
か
な
と
、

周
り
を
探
し
て
い
る
う
ち
に
頂
上
の
展
望

台
に
到
着
。
爽
や
か
な
潮
風
の
中
、
ま
さ

に
一
幅
の
絵
の
よ
う
な
播
磨
灘
の
眺
望
が

開
け
ま
す
。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
で
は
食
事
も
自
炊
。古
代

の
お
米
「
赤
米
」
を
炊
き
、
古
代
人
の
気

分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宿
泊
す

る
と
さ
ら
に
古
代
体
験
満
喫
。
夜
は
真
っ

暗
闇
に
な
る
た
め
星
が
よ
く
見
え
、
天
体

観
測
に
も
お
す
す
め
で
す
。
子
供
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
、
た
ま
に
は
電
灯
や
テ
レ
ビ

の
な
い
生
活
を
経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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平成11年度 公共用水域・地下水の水質調査結果 

岡山の昆虫 

自然調査のススメ 

INFORMATION 

産業廃棄物を再利用してみませんか 

日生町
鹿
久
居
島
は
、
日
生
か
ら
南
へ
約
8
0

0
m
、
面
積
10
・
0
h
、
周
囲
28
㎞
の
岡

山
県
で
一
番
大
き
い
島
で
す
。
Ｊ
Ｒ
日
生

駅
前
の
桟
橋
か
ら
、
海
上
タ
ク
シ
ー
（
要

予
約
）
で
島
の
南
東
部
に
あ
る
「
ま
ほ
ろ

ば
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。

千
軒
桟
橋
の
静
か
な
入
江
付
近
は
「
鹿

久
居
千
軒
遺
跡
」
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の

陶
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
海
の
恵
み

豊
か
な
こ
の
島
に
は
古
代
か
ら
人
が
暮
ら

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
軒

桟
橋
か
ら
徒
歩
で
約
20
分
、
3
〜
4
世
紀

の
集
落
を
復
元
し
た
「
ま
ほ
ろ
ば
」
に
着

き
ま
す
。

12
・
6
ha
の
広
い
敷
地
内
に
は
竪
穴
式

住
居
や
高
床
式
住
居
が
点
在
し
、
ま
る
で

卑
弥
呼
の
時
代
へ
来
た
か
の
よ
う
な
錯
覚

を
覚
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
代
の
建
物
は

3
つ
の
集
落
に
全
部
で
15
棟
あ
り
、
研
修

棟
や
多
目
的
棟
、
宿
泊
棟
に
な
っ
て
い
ま

す
。
古
代
の
衣
装
「
貫
頭
衣
」
に
着
替
え

て
、
古
代
人
の
生
活
を
体
験
し
た
り
、
自

然
と
一
体
に
な
っ
た
様
々
な
体
験
が
で
き

ま
す
。

そ
こ
で
、さ
っ
そ
く
火
起
こ
し
に
挑
戦
。

火
起
棒
を
上
下
に
動
か
し
て
、
ヒ
ノ
キ
の

棒
の
先
を
臼
の
役
目
を
す
る
堅
い
木
に
当

て
て
回
転
さ
せ
、
そ
の
摩
擦
で
熱
を
起
こ

し
ま
す
。
額
に
汗
を
か
き
始
め
る
頃
、
よ

う
や
く
細
か
い
木
く
ず
に
ポ
ッ
と
赤
い
火

種
が
。
竹
筒
で
そ
っ
と
吹
い
て
そ
の
火
種

を
起
こ
し
、
急
い
で
モ
グ
サ
に
火
を
移
し

ま
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
一
般
的
に
は

約
10
分
、
早
い
人
で
2
〜
3
分
だ
そ
う
で

す
。
古
代
人
は
火
を
起
こ
す
の
に
も
こ
ん

な
に
知
恵
と
労
力
を
使
っ
て
い
た
ん
だ
と

感
慨
も
ひ
と
し
お
。
こ
の
ほ
か
に
も
塩
づ

く
り
や
土
器
づ
く
り
、
貝
殻
細
工
、
竹
細

工
が
体
験
で
き
ま
す
。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
の
中
に
は
、
遊
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
約
30
分
登
っ
て
頂
上

へ
行
く
コ
ー
ス
と
、
左
手
に
海
を
見
な
が

鹿か

久く

居い

島じ

ま

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしいインキを使用しています。

お問い合せ

岡
山
県
和
気
郡
日
生
町
鹿
久
居
島

日
生
鹿
久
居
島
古
代
体
験
の
郷
「
ま
ほ
ろ
ば
」

0
8
6
9
ー

7
2
ー

１
0
0
0

山陽
新幹
線 

山陽自動車道 

赤穂線 

2

2

374

250

250

2

JR日生駅 
寒河駅 備前福河駅 

播州赤穂駅 

天和駅 

海上タクシー 
定期船 

日生町 

備前市 

赤穂市 

鹿久居島 

古代体験の郷 
「まほろば」 

曾島 

鴻島 

長島 

頭島 
鶴島 

大多府島 

備前I.C.

和気I.C.

備前I.C.
赤穂I.C.

蕃山J.C.T

岡山 
ブルーライン 

伊里駅 
備前片上駅 

西片上駅 

伊部駅 

至岡山 

至岡山 

● 

竪穴式住居

火起こし体験

首切島 
● 

● 

鹿久居 
千軒遺跡 

千軒桟橋 

海上 
タクシー 

定期船 

JR日生駅 

鹿久居島 

野生鹿生息地 

特別鳥獣保護区 

日生港 

浜辺 

散策道 

至展望台 

● 
展望棟 

散策道 

散歩道 

遊歩道 

遊歩道 

歓迎アーチ 

浜辺 

見付島 

浜辺 

第1集落 

第2集落 

第3集落 

受付 
中央管理棟 

日生鹿久居島
古代体験の郷「まほろば」



21st Century

21世紀 
循環型社会を 

めざして 

人類存続の危機、21世紀は「環境回復の世紀」！ 

畜
産
業
か
ら
の
動
物
の
ふ
ん
尿
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て

発
生
し
た
汚
泥
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く
ず
な

ど
２０
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
に
は
、

感
染
性
産
業
廃
棄
物
や
特
定
の
有
害
産
業
廃
棄
物
な
ど

の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
産

業
廃
棄
物
以
外
の
も
の
は
一
般
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
市
町
村
が
行
い
、
産
業
廃
棄
物

の
処
理
は
排
出
し
た
事
業
者
に
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
排
出
し
た
事
業
者
は
自
分
で
処
理
す
る
か
、
処
理

業
者
に
委
託
し
て
処
理
し
ま
す
。

厚
生
省
（
水
道
環
境
部
産
業
廃
棄
物
対
策
室
）
の
資

料
に
よ
る
と
、
平
成
９
年
度
に
お
け
る
全
国
の
産
業
廃

棄
物
の
総
排
出
量
は
約
４
億
１，
５
０
０
万
ｔ
。
平
成

２
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
で
約
４
億
ｔ
前
後
の
排
出

量
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
景
気
の
後
退
と
減
量
対

策
の
進
展
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業

廃
棄
物
の
排
出
量
を
業
種
別
に
み
る
と
、農
業
が
約
９，

４
０
０
万
ｔ
で
一
番
多
く
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
、

建
設
業
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品

製
造
業
、
鉄
鋼
業
、
鉱
業
の
６
業
種

で
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
種
類

別
に
み
る
と
、
汚
泥
の
排
出
量
が
最

も
多
く
、
約
１
億
９，
６
１
７
万
ｔ

で
全
体
の
４７
・
３
％
。
次
い
で
動
物

の
ふ
ん
尿
、
が
れ
き
類
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
３
品
目

で
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
―
１
参
照
）

産
業
廃
棄
物
は
、
直
接
再
生
利
用
さ
れ
る
も
の
は
再

生
利
用
へ
、
直
接
最
終
処
分
さ
れ
る
も
の
は
最
終
処
分

へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
焼

却
な
ど
の
中
間
処
理
を
し
て
減
量
化
さ
れ
、再
生
利
用
、

最
終
処
分
さ
れ
ま
す
。
平
成
９
年
度
で
は
、
総
排
出
量

約
４
億
１，
５
０
０
万
ｔ
の
う
ち
、
中
間
処
理
さ
れ
た

も
の
は
約
３
億
１
０
０
万
ｔ
（
全
体
の
７３
％
）、
直
接

再
生
さ
れ
た
も
の
は
約
８，
０
０
０
万
ｔ
、
直
接
最
終

処
分
さ
れ
た
も
の
は
約
３，
４
０
０
万
ｔ
で
し
た
。
中

間
処
理
さ
れ
た
約
３
億
１
０
０
万
ｔ
は
約
１
億
２，
２

０
０
万
ｔ
ま
で
減
量
化
さ
れ
、
再
生
利
用
ま
た
は
最
終

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
排
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄

物
全
体
の
４１
％
に
あ
た
る
約
１
億
６，
９
０
０
万
ｔ
が

再
生
利
用
さ
れ
、
１６
％
に
あ
た
る
６，
７
０
０
万
ｔ
が

最
終
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
―
２
参
照
）

環　　　 境環　　　 境

球
環
境
問
題
な
ど
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
子
孫
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
球
環
境
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
社

会
を
築
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
２１
世
紀
を
迎
え
た
私

た
ち
は
地
球
環
境
の
存
続
に
対
し
て
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
を
含
む
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
廃
棄
物
の
発
生
量
の
増
大
、
最
終
処
分
場

の
ひ
っ
迫
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
問
題
な
ど
が
社
会
問
題

化
し
、
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減
や
循
環
型
社
会
の
形
成

が
早
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
産
業
廃

棄
物
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
状
況
か
ら

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

再
生
利
用
率
が
高
い
も
の
は
、
動
物
の
ふ
ん
尿

（
９６
％
）、
金
属
く
ず
（
７２
％
）、
が
れ
き
類
（
６６
％
）、

鉱
さ
い
（
６４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
排
出
量
の

約
８
〜
９
割
は
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
て
い

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
平
成

９
年
の
「
廃
棄
物
処
理
法
」
等
の
改
正
に
よ
り
、
規
制

が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
残
存
容
量
な
ど

に
つ
い
て
は
、
残
存
容
量
は
全
国
で
約
２
億
１，
０
０

４
万
k
、
そ
の
残
余
年
数
は
全
国
で
３.１
年
、
首
都
圏
で

は
０.７
年
と
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
（
平
成
１０
年
４
月

１
日
現
在
）。
最
終
処
分
場
も
中
間
処
理
施
設
も
社
会

に
必
要
な
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
施
設
を
ど
こ
に
造
る

か
を
め
ぐ
っ
て
全
国
各
地
で
紛
争
が
起
こ
る
な
ど
、
新

た
な
建
設
は
か
な
り
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て

持
続
可
能
な
人
類
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生

産
、
流
通
、
消
費
、
廃
棄
等
の
社
会
経
済
活
動
の
全
段

階
を
通
じ
て
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
や

循
環
利
用
を
進
め
、
廃
棄
物
な
ど
の
発
生
抑
制
や
適
正

な
処
理
を
図
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
で
は
、
平
成
１２
年
に
「
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
法
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、「
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
な
ど
関

連
法
案
を
制
定
・
改
正
し
、
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

と
と
も
に
、
国
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

て
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１３
年
１
月
に
は
中
央
省
庁
再
編
に
伴

い
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
「
環
境
省
」

に
一
元
化
さ
れ
る
な
ど
、機
構
的
に
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

廃
棄
物
に
は
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
が
あ
り
、

産
業
廃
棄
物
に
は
建
設
現
場
の
が
れ
き
類
や
木
く
ず
、

産業廃棄物の処理の流れ （数字は平成9年度  厚生省調べ） 

リサイクル量 
16,900万トン 
（41％） 

最終処分量 
6,700万トン 
（16％） 

減量化量 
17,900万トン 

リサイクルへ 8,000万トン（19％） 

リサイクルへ 
21％ 

冷却や脱水など 

直接最終処分へ 3,400万トン（8％)

最終処分へ 
8％ 

処理後の量 
12,200万トン 
（29％） 

中間処理量 
30,100万トン 
（73％） 

排
出
量
　4
億
1
千
5
0
0
万
ト
ン 

廃棄物の分類 燃 え 殻  

（普通の）産業廃棄物 

産業廃棄物 

一般廃棄物 

家庭系ごみ 

廃棄物 

ご み  

し 尿  

汚 泥  廃 油  

廃 油  

感染性産業廃棄物 

廃 酸  

特定有害産業廃棄物 

廃 ア ル カ リ 

ば い じ ん 

事 業 系 ご み  
（産業廃棄物を除く） 

廃 酸

廃 ア ル カ リ 廃プラスチック類 紙 く ず 木 く ず 

繊 維 く ず 動植物性残さ ゴ ム く ず 金 属 く ず 

ガラスくず及び陶磁器くず 鉱 さ い が れ き 類  動物のふん尿 

動 物 の 死 体  

PCB使用部品 

ば い じ ん 

感染性一般廃棄物 

ば い じ ん 処 理 物  輸 入 廃 棄 物  

特別管理産業廃棄物 

（普通の）一般廃棄物 

特別管理一般廃棄物 

農業 
93,995 
（22.7） 

汚泥 
196,172 
（47.3） 

動物のふん尿 
93,706 
（22.6） 

がれき類 
56,993 
（13.7） 

鉱さい 
17,893 
（4.3） 

建設業 
77,142 
（18.6） 

パルプ・紙 
・紙加工品製造業 
27,080（6.5） 単位：千t／年 

（　 ）内は％ 

鉄鋼業 
24,056（5.8） 

鉱業 
23,615（5.7） 

化学工業 
16,487（4.0） 

窯業・土石製品製造業 
16,373（3.7） 

食料品製造業 
10,626（2.6） 

非鉄金属製造業 
4,488（1.1） 

木くず 
6,754（1.6） 

廃プラスチック類 
7,567（1.8） 

ばいじん 
7,496（1.8） 

金属くず 
6,353（1.5） 

ガラスくず及び陶磁器くず 
5,704（1.4） 

その他の産業廃棄物 
13,084（3.2） 

動植物性残渣 
3,132（0.8） 

その他 
の業種 
35,720 
（8.6） 

計 
414,854 
（100.0） 

計 
414,854 
（100.0） 

産業廃棄物の業種別排出量 産業廃棄物の種類別排出量 

電気・ガス・熱 
供給業・水道業 
86,371（20.8） 

本
誌
「
環
境
」
も
今
号
で
3
0
0
号
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

（
財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
「
産
業

廃
棄
物
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
産
業
活
動
に
よ
っ
て
出

て
く
る
ゴ
ミ
の
こ
と
で
、
自
分
に
は
直
接
関
係
な
い
と
思
わ
れ

る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
が
「
産
業
廃
棄

物
」
の
中
に
は
、
買
い
替
え
る
際
に
販
売
店
が
引
き
取
っ
た
廃
家

電
や
廃
自
動
車
、
さ
ら
に
解
体
家
屋
な
ど
や
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
限
り
発
生
す
る
し
尿
な
ど
を
下
水
処
理
し
た
後
の
下
水

道
汚
泥
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
関
係
な
い
よ
う
で
実
は
と
て
も

身
近
な
「
産
業
廃
棄
物
」。
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
21
世
紀
の
環

境
問
題
を
「
産
業
廃
棄
物
」
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

産
業
廃
棄
物

集特

今
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
建
物
が
建

ち
、
多
く
の
車
が
行
き
交
い
、
お
店
に
は
様
々
な
商
品

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
で
は
い
ろ
い
ろ

な
電
化
製
品
が
揃
い
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
便
利
で
快
適
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
戦
後
、「
欧
米
に
追

い
つ
け
、
追
い
越
せ
」
と
め
ざ
ま
し
い
復
興
を
遂
げ
た

日
本
は
、
経
済
の
発
展
と
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

先
進
国
と
し
て
豊
か
な
社
会
生
活
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い

う
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
や
生
活
様
式
が
定
着
し
た
今
の

日
本
は
、
都
市
・
生
活
型
の
公
害
や
廃
棄
物
問
題
、
地

（数字は平成9年度 厚生省調べ）

※産業廃棄物のうち、揮発性、毒性、感染性その他の人の健
康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれのあるもの

図-1

図-2

※

約4億tの産業廃棄物を容積に換算すると、東京ド
ーム約327杯分にあたる。毎日、東京ドームの屋
根までいっぱいになる量の産業廃棄物が排出され
ていることになります。
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平
成
１３
年
４
月
か
ら
倉
敷
市
が
保
健
所
設
置
市
と
し
て

加
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
許
可

は
、
岡
山
県
や
保
健
所
設
置
市
が
法
に
基
づ
い
た
厳
正

な
審
査
の
も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
で
、

収
集
・
運
搬
か
ら
処
理
、
処
分
ま
で
す
べ
て
基
準
が
細

か
く
決
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

次
に
、
岡
山
県
の
現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。「

産
業
廃
棄
物
は
、
再
生
利
用
で
き
る
も
の
は
再
生

利
用
さ
れ
、
再
生
利
用
で
き
な
い
も
の
は
燃
や
す
な
ど

し
て
減
量
化
し
た
り
、
破
砕
す
る
な
ど
の
中
間
処
理
を

施
す
な
ど
し
て
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ま
ま
埋
立
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
岡

山
県
の
産
業
廃
棄
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
水
島
工
業
地

帯
が
あ
る
こ
と
か
ら
倉
敷
地
域
か
ら
の
発
生
量
が
多

く
、
全
体
の
６５
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
業
種
別
で

は
製
造
業
か
ら
の
発
生
が
多
く
、
種
類
別
で
は
鉱
さ
い

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
量
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
前
回
実
態
調
査
し
た
平
成

４
年
度
と
平
成
９
年
度
を
比
べ
る
と
総
排
出
量
は
３.７
％

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
に
比
べ
て
再
資
源
化
が
進

み
、
最
終
処
分
量
は
２０
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

と
の
こ
と
で
、
製
造
業
を
は
じ
め
と
し
て
産
業
の
最
前

線
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

①
発
生
量
の
状
況

平
成
１０
年
度
に
実
施
し
た
「
産
業
廃
棄
物
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
平
成
９
年
度
の
県
内
総
発
生
量
は
約

１，

１
０
７
万
ｔ
で
、
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
が

最
も
多
く
８
６
６
万
９，
０
０
０
ｔ
で
発
生
量
の
７８
・

３
％
を
占
め
、
建
設
業
、
電
気
・
水
道
業
の
３
種
類
で

全
体
の
９７
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
種
類
別
に
み
る

と
、
鉱
さ
い
が
４
１
０
万
４，
０
０
０
ｔ
で
発
生
量
の

３７
・
１
％
、
汚
泥
が
４
０
９
万
９，
０
０
０
ｔ
で
３７
・

０
％
を
占
め
、
が
れ
き
類
、
ば
い
じ
ん
、
金
属
く
ず
の

５
種
類
で
全
体
の
９４
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
―

３
参
照
）

②
処
理
の
状
況

中
間
処
理
に
よ
っ
て
減
量
化
さ
れ
た
量
は
、
県
全
体

で
３
５
８
万
２，
０
０
０
ｔ
。
排
出
事
業
者
自
ら
が
行

っ
た
自
己
減
量
化
量
が
３
４
４
万
８，
０
０
０
ｔ
で
、

減
量
化
量
の
９６
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
業
種
別
で

は
製
造
業
が
７６
・
０
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
種

類
別
で
は
汚
泥
が
全
体
の
９３
・
１
％
で
減
量
化
の
大
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
―
４
、
５
、
６
参
照
）

資
源
化
さ
れ
た
量
は
、
県
全
体
で
５
９
７
万
ｔ
。
そ

の
う
ち
有
償
物
量
が
３
９
８
万
４，
０
０
０
ｔ
、
再
生

利
用
さ
れ
た
量
が
１
９
８
万
６，
０
０
０
ｔ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
資
源
化
量
を
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
が

８６
・
４
％
を
占
め
、
種
類
別
に
み
る
と
鉱
さ
い
が
６３
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
間
処
理
後
に
再
生
利
用
さ

れ
た
量
を
業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
と
建
設
業
が
再

生
利
用
量
の
９８
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、
種
類
別
に
み

る
と
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き
類
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
状
況
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
平
成
９
年
の
『
廃
棄
物
処
理
法
』
の
改
正
に
よ

り
、
一
定
規
模
以
上
の
焼
却
施
設
に
は
、
施
設
の
構
造

基
準
、
維
持
管
理
基
準
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

排
出
濃
度
の
基
準
が
設
け
ら
れ
、
設
置
者
に
測
定
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
準
に
よ
る
と
、
新
し

く
施
設
を
造
る
場
合
に
は
８
０
０
度
以
上
の
完
全
燃
焼

に
耐
え
ら
れ
、
２
０
０
度
以
下
に
冷
却
で
き
る
施
設
と

し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
基
準
が
０.１
ｎｇ
／
k

〜

５
ｎｇ
／
k

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
既
設
施
設
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
と
し
て
基
準
値
が
８０
ｎｇ
／
k

と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
１４
年
１２
月
１
日
以
降
は
１
ｎｇ
／
k

〜
１０
ｎｇ
／
k

の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
改
造
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

岡
山
県
内
の
対
象
施
設
は
経
過
措
置
の
基
準
値
を
す
べ

て
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

な
お
、
ｎｇ
は
ナ
ノ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
、
１０
億
分
の
１

グ
ラ
ム
と
い
う
小
さ
い
単
位
で
す
。

岡
山
県
で
は
、「
廃
棄
物
処
理
法
」
に
基
づ
き
、
昭

和
５１
年
に
「
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
」
を
策
定
し
、
そ

の
後
、
昭
和
６１
年
に
第
二
次
、
平
成
７
年
に
第
三
次
の

計
画
の
策
定
を
行
う
中
で
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理

の
推
進
や
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
産
業
廃
棄
物
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変

化
、
諸
問
題
に
適
切
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、「
岡
山

県
環
境
基
本
計
画
（
エ
コ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
０
）」
の

基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
『
廃
棄
物
を
減
ら
し
ま
す
』

の
実
現
を
図
る
た
め
、
平
成
１２
年
３
月
に
「
第
四
次
岡

山
県
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
予
測
の
も
と
、
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
資
源

化
・
減
量
化
及
び
適
正
処
理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

不
法
投
棄
等
の
防
止
や
公
共
関
与
に
よ
る
モ
デ
ル
的
処

分
場
の
整
備
な
ど
総
合
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。次

に
、
岡
山
県
の
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
（
財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事

業
団
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
中
間
処
理
と
最
終
処
分
の

状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

21世紀循環型社会をめざして 

そ
れ
で
は
岡
山
県
の
産
業
廃
棄
物
の
場
合
は
ど
う
い

っ
た
状
況
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
岡
山
県
生
活
環
境
部
廃
棄
物
対

策
課
を
訪
ね
、
鍋
島
数
之
課
長
補
佐
、
橋
本
　
健
環
境

主
幹
、
大
森
祐
宏
主
査
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
産
業
廃
棄
物
と
い
う
と
工
場
や
事
業
所
か
ら
出
る

ゴ
ミ
は
す
べ
て
産
業
廃
棄
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
紙
く
ず
を
例
に
と

っ
て
み
る
と
、
業
種
指
定
さ
れ
て
い
る
新
聞
業
や
製
本

業
、
印
刷
物
加
工
業
な
ど
か
ら
出
る
紙
く
ず
は
産
業
廃

棄
物
で
、
県
庁
や
商
店
な
ど
の
事
務
所
か
ら
出
る
紙
く

ず
は
一
般
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。『
廃
棄
物
処
理
法
』

で
定
義
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
以
外
の
も
の
が
一
般
廃
棄

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
廃
棄
物
の
場
合
、
処
理
・

指
導
の
責
任
は
市
町
村
に
あ
り
、
収
集
・
運
搬
業
者
な

ど
の
許
可
は
市
町
村
が
行
い
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
の
場

合
は
排
出
者
の
責
任
で
、
排
出
者
自
ら
が
処
理
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
が
、
産
業
廃
棄
物
の
許
可
を
得
た
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
の
収

集
・
運
搬
業
者
な
ど
の
許
可
は
岡
山
県
や
、
保
健
所
設

置
市
で
あ
る
岡
山
市
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す
が
、

発生量 
11,067 
（千t/年） 

製造業 
8,669 

（78.3％） 

建設業建設業 
1,168 1,168 

（10.610.6％） 

建設業 
1,168 

（10.6％） 

電気・水道業 
946（8.5％） 

鉱業 241（2.1％） その他 43（0.3％） 

発生量 
11,067 
（千t/年） 

鉱さい 
4,104 

（37.1％） 

金属くず 419（3.8％） 
その他 645（5.8％） 

がれき類 
959（8.7％） 

汚泥汚泥 
4,099 4,099 

（37.037.0％） 

汚泥 
4,099 

（37.0％） 

ばいじん 841（7.6％） 

Ⅰ.ダイオキシン類って何ですか？ 
 
●ポリ塩化ジベンゾーパラージオ
キシン（PCDD）、ポリ塩化ジベン
ゾフラン（PCDF）及びコプラナー
ポリ塩化ビフェニル（コプラナー
PCB）を指します。 
 
●ダイオキシン類全体の毒性の強
さは毒性等量（TEQ）で表します。 
 
●無色で水に溶けにくい性質があ
ります。一方、脂肪には溶けやすく、
残留しやすい性質があります。 
 
●ごみ焼却のほか、自動車排ガス、
たばこの煙など様々な発生源から
副生成物として発生します。また、
かつて使用されていたPCBや農
薬に含まれていたものが、底泥な
どの環境中に蓄積している可能性
があるともいわれています。 

 
 
 
 
 
Ⅱ.人に対してどんな影響があるの
　 でしょうか？ 
 
●通常の生活で摂取する量では急
性毒性は生じません。 
 
●WHO（世界保健機関）では、ダ
イオキシン類の中で最も毒性が強
いとされる2,3,7,8－TCDDにつ
いては、発がん性があるとしてい
ます。 

●安全性の評価には耐容１日摂取
量（TDI/その量までは人が一生
涯にわたり摂取しても健康に有害
な影響が現れないと判断される1
日体重1kg当たりの摂取量）が指
標となります。日本では4pg（ピ
コグラム）と設定されています。 

 
Ⅲ.環境にどれだけ影響を与えてい
　 るのでしょう？ 
 
●日本における平均的な環境中の
濃度は、大気中では約0.23pg/K、
土壌中では約6.5pg/gです。 
 
●野生生物に対する影響について
は調査研究中です。 

 
Ⅳ.日常生活でどれくらい取り込ん
　 でいるのでしょう？ 
●食事や呼吸を通じて、毎日平均
して約2.1pgのダイオキシン類
を摂取しています。 
 
●脂肪組織に残留しやすいので、
食品では特に魚介類、肉、乳製品、
卵からの取り込み量が多くなって
います。 
 
●母乳中のダイオキシン類の濃度
は他の先進国とほぼ同程度です。
母乳栄養は、乳幼児に与える有益
な影響から判断して、今後とも推
進されるべきものです。 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0
減量化量 資源化量 再生利用量 最終処分量 

産業廃棄物の業種別処理状況（平成9年度） 

その他 

鉱業 

電気・水道業 

建設業 

製造業 

製造業 

製造業 

製造業 
製造業 

建設業 

建設業 

建設業 

電気・水道業 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

産業廃棄物の種類別処理状況（平成9年度） 

減量化量 資源化量 再生利用量 最終処分量 

その他 

廃プラスチック類 

動植物性残さ 

廃油 

汚泥 

ばいじん 

ガラス陶磁器くず 

金属くず 

がれき類 

鉱さい 

汚泥 

汚泥 

鉱さい 

鉱さい 

鉱さい 

がれき類 

がれき類 

がれき類 

ばいじん 

金属くず 

●産業廃棄物の業種別発生量（平成9年度・岡山県）

●産業廃棄物の種類別発生量（平成9年度・岡山県）

図-3

図-4図-5

（出典：厚生省生活衛生局企画課、水道環境部計画課「ダイオキシン類」1999より）
※ピコグラムは1兆分の1グラムのこと

発生量 
11,067（100％） 

有償物量 
3,984（36％） 

資源化量 
5,970（54％） 

減量化量 
3,582（32％） 

再生利用量 
1,986（18％） 

保管量 
17（0％） 

自己減量化量 
3,448（31％） 

自己再生利用量 
176（2％） 

委託処理量 
3,149（28％） 

自己最終処分量 
293（3％） 

最終処分量 
1,498（14％） 

排出量 
7,083（64％） 

搬出量 
3,459（31％） 

134

（単位：千t/年） 

※（　）内の数値は、発生量に対する割合 

1,205

1,810

発生及び処理状況の概要（平成9年度・岡山県）図-6

※（ ）内は生産量（11,067千t）に対する割合

（千t） （千t）



環
境
事
業
部
で
は
、
産
業
廃
棄
物
を
法
令
に
基
づ
き

適
正
か
つ
安
全
に
処
分
す
る
た
め
、
昭
和
５４
年
か
ら
倉

敷
市
水
島
沖
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
許
可
を
受
け
管
理

型
最
終
処
分
場
を
開
設
し
、
埋
立
処
分
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１１
年
３
月
に
、
埋
立
が
完
了
し

た
土
地
の
一
角
に
「
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
し
、
下
水
汚
泥
と
高
カ
ロ
リ
ー
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
混
合
し
て
焼
却
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
量

化
・
安
定
化
を
図
る
全
国
初
の
中
間
処
理
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
間
処
理
施
設

産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
で
は
、
平
成
元
年
よ
り
岡

山
県
内
市
町
村
の
下
水
汚
泥
の
受
入
れ
を
始
め
、
１２
市

町
村
で
年
間
約
４
万
ｔ
の
下
水
汚
泥
を
、
セ
メ
ン
ト
固

化
す
る
中
間
処
理
を
行
っ
た
う
え
で
埋
立
処
理
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
共
下
水
道
が
普
及
す
る
に
つ
れ

て
下
水
汚
泥
は
増
え
続
け
、
従
来
の
処
理
方
法
で
は
埋

立
場
所
の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
量
的
に
か
さ
ば
る

環　　　 境

だ
け
で
な
く
、埋
立
材
と
し
て
は
好
ま
し
く
な
い
た
め
、

埋
立
地
の
短
命
化
や
地
盤
の
不
安
定
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
下
水
汚
泥
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
混
合

し
て
焼
却
処
理
す
る
画
期
的
な
焼
却
炉
を
導
入
し
、
廃

棄
物
の
減
量
化
・
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
焼
却
熱
の

効
率
利
用
、
処
分
場
の
延
命
化
に
役
立
つ
「
一
石
三
鳥
」

の
施
設
と
し
て
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

し
た
。

◆
「
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
特
徴

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
年
間
、
下
水
汚
泥
約

５
万
ｔ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
約
１
万
３，
０
０
０
ｔ

の
焼
却
処
理
能
力
が
あ
り
ま
す
。
約
５
万
ｔ
の
下
水
汚

泥
は
約
７
分
の
１
に
減
量
化
さ
れ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は
完
全
に
燃
え
て
し
ま
い
ま
す
。
減
量
化
さ
れ
る
こ

と
で
処
分
場
の
延
命
化
が
図
れ
る
と
と
も
に
、
不
安
定

な
汚
泥
を
燃
や
し
て
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
排
水
処
理

施
設
へ
の
負
荷
が
軽
減
で
き
、
埋
立
地
盤
の
安
定
化
も

図
れ
ま
す
。
ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
に
し

て
汚
泥
を
燃
や
す
た
め
、
灯
油
な
ど
の
燃
料
が
節
約
で

き
ま
す
。
そ
の
う
え
、
約
９
０
０
度
に
な
っ
た
炉
内
か

ら
の
排
ガ
ス
を
廃
熱
ボ
イ
ラ
で
冷
却
す
る
際
に
蒸
気
で

発
電
し
、
施
設
内
で
使
う
ほ
と
ん
ど
の
電
力
を
賄
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
次
公
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
環

境
に
も
細
心
の
配
慮
を
払
っ
て
お
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
排
出
規
制
の
中
で
一
番
厳
し
い
基
準
（
新
設
炉
４

ｔ
／
ｈ
以
上
・
０.１
ｎｇ-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
kＮ
）
を
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
。

◆
「
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の

果
た
す
役
割

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
倉
敷
市
と
公
害
防
止
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
建
設
当
初
よ
り
厳
し
い
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
１１
年

に
開
設
し
て
か
ら
１
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
が
、
事
業

は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
１１
年
度
の
実
績
を

ふ
り
返
る
と
、
下
水
汚
泥
を
年
間
約
４
３，
０
０
０
ｔ
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
約
８，
９
０
０
ｔ
処
理
し
ま
し

た
。
ま
た
、
廃
熱
の
有
効
利
用
に
よ
る
節
電
は
約
５，

０
０
０
万
円
に
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
料
資
源
と

す
る
た
め
灯
油
代
は
約
１
億
５，
０
０
０
万
円
の
節
約

に
な
り
、
合
計
約
２
億
円
の
節
約
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
番
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
最
終
処
分
場
の
延
命
化
と
い
う
点

で
は
、
７
分
の
１
に
減
量
化
で
き
た
た
め
年
間
約
５
万

k

の
埋
立
地
に
余
裕
が
持
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
１０
年

間
で
い
う
と
約
５０
万
k

の
処
分
場
が
確
保
で
き
た
の

と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
水
洗
ト
イ
レ
で

（
財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
は
、
岡
山
県
に
お

い
て
、
環
境
保
全
の
た
め
の
事
業
を
幅
広
く
実
施
し
、

人
と
自
然
が
共
存
す
る
快
適
な
地
域
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
４９
年
に
設
立
し
ま

し
た
。

事
業
団
は
、
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
や
中
間
処
理

な
ど
を
行
う
「
環
境
事
業
部
」、
公
共
緑
化
工
事
の
設

計
・
施
行
な
ど
緑
あ
ふ
れ
る
郷
土
を
創
出
す
る
「
緑
化

部
」、
環
境
に
関
す
る
検
査
・
分
析
・
測
定
・
環
境
調

査
な
ど
を
行
う
「
環
境
調
査
部
」、
環
境
保
全
の
大
切

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る「
環
境
保
全
サ
ー
ビ
ス（
総
務
部
）」

の
４
つ
の
部
門
か
ら
成
り
、
行
政
と
の
協
調
体
制
の
も

と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
多
様
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

１
回
レ
バ
ー
を
引
い
て
流
せ
ば
終
わ
り
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
先
が
あ
り
、
環
境
を
汚
染
し
な

い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
発
生
す
る
下
水
は
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
下
水
道
の
普
及
率
が
上
が
れ
ば

上
が
る
ほ
ど
汚
泥
も
増
え
て
い
き
ま
す
。（
財
）
岡
山

県
環
境
保
全
事
業
団
は
、下
水
汚
泥
の
処
理
を
通
し
て
、

実
は
皆
さ
ん
の
身
近
な
所
で
貢
献
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
埋
立
処
分
場
は
残
り
少
な
い
う
え
に
、

新
し
く
最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
は
、

減
量
化
、
資
源
化
、
再
利
用
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
が
、最
終
処
分
場
が
必
要
な
の
も
事
実
で
す
。

環　　　 境

 
水島クリーンセンター 

計量後、廃プラスチックピットへ投入されま
す。破砕機で均一の大きさになった廃プラス
チックは、クレーンによって定量ずつ焼却炉
の内部へ供給されます。 

廃プラスチックピット 

排ガスは空気余熱器でさらに冷却され、活性炭と消
石灰の粉末を混入し、ダイオキシン等の有害物質を
活性炭に吸着後、バグフィルタで捕集。きれいにな
った排ガスが大気中に放出されます。 

排ガス処理設備（バグフィルタ） 

燃焼で発生した排ガスは、廃熱ボイ
ラで冷却されるとともに蒸気を発生
させてタービン発電機で発電します。
この電力で施設内のほとんどの電力
を賄うことができます。 

余熱利用設備（廃熱ボイラ） 
 

バグフィルタで捕集されたばいじん
は、埋立処分場での二次公害を防止
するため、キレート剤とセメントに
より固められ、最終処分場に埋立処
分されます。 

灰出設備 

計量後、汚泥ホッパへ投入された汚泥は定量
ずつ焼却炉内へ供給されます。炉内では、廃
プラスチックといっしょに焼却され、排ガス
と飛灰になります。 

汚泥ホッパ 

焼却炉の中に砂を入れ、下から空気を吹き込むと、砂は
沸騰したお湯のように踊り出します。この状態の砂を熱
し、その中に焼却物を投入して焼却するのが流動床式焼
却炉です。廃プラスチックの焼却熱により、砂は650～
700℃に熱せられ、熱量の低い汚泥も短時間で完全に焼
却できます。 

旋回型流動床焼却炉 

● 産業廃棄物の埋立処分 
● 産業廃棄物の中間処理 
● 資源化、再生利用の調査研究 
● 処理・処分施設の企画・立案 
● 建設残土センターの管理運営 

環境事業部 

● 緑化工事設計 
● 緑化工事施工監督 
● 街路樹維持管理 
● 緑化サービス 

緑　化　部 

● 検査分析 
● 環境アセスメント 
● 調査研究 
● 大気環境測定機器保守管理 

環境調査部 

● 環境思想高揚運動の実施 
● 環境情報誌「環境」の発行 
● 公共緑化事業の実施 
● 環境問題相談業務 

環境保全サービス 

岡山県 
環境保全 
事業団 

水島クリーンセンター

21世紀循環型社会をめざして 



環　　　 境環　　　 境

る
も
の
で
、排
出
者
が
自
ら
処
理
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
業
者
が
山
林
な
ど
に
捨
て
る
不
法
投
棄
や
、

適
正
に
処
理
さ
れ
な
い
た
め
産
業
廃
棄
物
が
環
境
を
汚

染
す
る
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
産
業
廃
棄
物
は
悪
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
事
業
団
の
よ
う
に
適
正
に
処
理
・
処
分

を
行
っ
て
い
る
処
理
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
社
会

に
は
こ
の
よ
う
な
団
体
・
業
者
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
産
業
廃
棄
物
処
理
法
」
の
改
正
で
、
平
成

１０
年
よ
り
排
出
業
者
は
処
理
を
委
託
す
る
際
に
管
理
票

を
交
付
し
て
、
収
集
運
搬
業
者
、
処
分
業
者
と
流
れ
て

い
く
廃
棄
物
の
流
れ
を
適
正
に
管
理
す
る
仕
組
み
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
）
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度

に
よ
り
不
適
正
処
理
の
防
止
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

◆
最
終
処
分
場
の
安
定
的
確
保

環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
普
段
の
生
活
に
お
い

て
、
あ
る
程
度
不
自
由
な
面
も
出
て
き
ま
す
。
産
業
廃

棄
物
を
適
正
に
処
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
適
正
な
料
金
が

か
か
り
、
そ
れ
が
製
品
価
格
に
は
ね
返
っ
て
き
ま
す
。

環
境
に
対
す
る
負
荷
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め

に
は
、
廃
棄
物
の
発
生
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
、
製
品

の
再
利
用
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
も
、
今

す
ぐ
埋
立
処
分
す
る
産
業
廃
棄
物
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
処
分
場
の
安
定
的
な
確
保
は
、

生
活
環
境
の
保
全
や
産
業
活
動
の
円
滑
な
推
進
の
た
め

に
必
要
不
可
欠
で
す
。
事
業
団
は
、
岡
山
県
の
産
業
廃

棄
物
体
系
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、
埋
立
処
分
事
業

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
埋
立
跡
地
を
利
用
し
た「
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
」

す
で
に
埋
立
の
完
了
し
た
第
１
工
区
・
第
２
工
区
の

う
ち
、
５２
万
９，
４
１
０
㎡
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
・

倉
敷
市
・
企
業
・
事
業
団
に
よ
り
、
水
島
シ
ー
サ
イ
ド

開
発
（
株
）
を
設
立
し
、
平
成
１１
年
１０
月
に
、
パ
ブ
リ

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

海
を
埋
め
立
て
る
こ
と
は
土
地
が
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
水
島
工
業
地
帯
は
高

梁
川
河
口
部
を
埋
め
立
て
て
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
先

に
廃
棄
物
を
有
効
利
用
し
て
埋
立
地
が
造
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
海
を
埋
め
立
て
る
際
に
は

「
公
有
水
面
埋
立
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
島
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
は
、
海
を
二
重
壁
の

鋼
板
の
護
岸
で
遮
断
し
た
管
理
型
の
処
分
場
で
す
。
そ

の
中
に
無
害
な
産
業
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
て
土
地
を
造

成
し
て
い
ま
す
が
、
産
業
廃
棄
物
が
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
か
ど
う
か
は
事
前
検
査
や
現
地
調
査
、
搬
入
時

の
抜
き
取
り
検
査
な
ど
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
環
境
汚
染
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
な
シ

ス
テ
ム
の
中
で
埋
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
埋
立
方
法
と
水
質
管
理

海
を
護
岸
で
仕
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
埋
立
が
進

む
と
中
の
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
排
水
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
護
岸
内
か
ら
の
排
水
は
、
排
水
処

理
施
設
で
倉
敷
市
と
の
公
害
防
止
協
定
に
定
め
ら
れ
た

排
水
基
準
値
以
下
の
水
質
に
し
て
、
公
共
用
水
域
に
放

流
し
て
い
ま
す
。
水
質
の
検
査
は
、
項
目
・
頻
度
を
定

め
て
定
期
的
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
海

域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
査
・
分
析
し
て
い

ま
す
。

◆
産
業
廃
棄
物
問
題
と
適
正
処
理

産
業
廃
棄
物
は
、
産
業
活
動
に
伴
っ
て
必
ず
出
て
く

ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
「
水
島
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
の
跡
地
利
用

で
は
全
国
で
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
現
在
で
は
植
栽
し

た
木
々
も
茂
り
、
緑
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
団
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
資
源
化
・
再
生
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、「
廃
棄
物
交
換
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
廃
棄
物
を
排
出
し
た
い
事

業
所
と
利
用
し
た
い
事
業
所
が
交
換
取
引
で
き
る
よ
う

情
報
を
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の
で
す
。
資
源
循
環

型
社
会
に
向
け
て
、
こ
の
制
度
の
活
用
を
促
進
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

21
世
紀
の
循
環
型
社

会
に
つ
い
て
、
岡
山

大
学
環
境
理
工
学
部

の
田
中
　
勝
教
授

（
廃
棄
物
学
会
会
長
）

に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

●
21
世
紀
の
産
業
廃
棄
物
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
　
「
廃
棄
物
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
、
そ
し
て
社

会
的
に
も
解
決
す
る
の
が
極
め
て
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
不
適
正
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
や
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
よ
う
に
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
処
理

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
問
題
が
先
送
り
さ
れ
た
も
の
が

あ
り
、
産
業
活
動
の
つ
け
を
国
民
が
経
済
的
に
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
21
世
紀
も
産
業
活
動
に
伴
っ
て

廃
棄
物
の
発
生
は
継
続
的
に
起
こ
り
ま
す
。
発
生
を
抑

制
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
い
っ
た
努
力
は
あ
る

程
度
進
み
ま
す
が
、
人
間
が
社
会
生
活
を
営
み
続
け
る

こ
と
で
、
処
理
・
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
廃
棄
物

は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
量
が
減
っ
た
か
ら
解
決
し
た
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
処
理
す
る

こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
確

保
も
重
大
な
問
題
で
す
。
技
術
的
に
難
し
い
、
コ
ス
ト

が
か
か
る
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
、
こ
う
い
っ

た
問
題
を
国
が
戦
略
を
あ
げ
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。」

●
循
環
型
社
会
へ
の
変
革
と
は
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

21世紀循環型社会をめざして 

田
中
　
「
廃
棄
物
問
題
が
深
刻
化
す
る
一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
ま
す
。
経
験
や
知
識
、
技
術
を
持
っ
た
プ

ロ
に
し
か
解
決
で
き
な
い
問
題
に
な
り
、
こ
れ
に
携
わ
る
優

秀
な
人
が
必
要
と
な
り
、多
く
の
お
金
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

コ
ス
ト
は
上
が
っ
て
、
ト
ー
タ
ル
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
す

る
た
め
、
景
気
の
回
復
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
成
長
し
て
い

く
分
野
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
産
業
界
で
は
生
産
者
が
発
生

源
の
中
で
循
環
さ
せ
、
処
理
ル
ー
ト
に
乗
せ
な
い
ゼ
ロ
・
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
産
側
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
静
脈
側
の
プ
ロ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。
循
環
型
社
会
と
い
う
の
は
、
も
の
を
大
切

に
し
て
資
源
消
費
を
抑
制
し
、
発
生
し
た
廃
棄
物
を
有
効
利

用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
処
理
に
伴
う
環
境
負

荷
の
少
な
い
社
会
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
排
気
ガ
ス
を
出
し
て
運
搬
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
と
し
た
ら
環
境
負
荷

は
ど
う
な
る
の
か
。
環
境
の
次
元
で
最
も
望
ま
し
い
循
環
型

社
会
に
つ
い
て
、
国
民
で
議
論
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
環
境
負
荷
、
資
源
の
保
全
、
費
用
負
担

の
関
係
に
つ
い
て
、
十
分
調
査
・
研
究
し
て
住
民
に
説
明
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。」

●
岡
山
県
の
産
業
廃
棄
物
処
理
の
中
心
的
な
存
在
で

あ
る
（
財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

田
中
　
「
最
も
成
功
し
て
い
る
公
共
関
与
の
事
業
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
い
ろ
ん
な
県
が
第
三
セ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
行
政
の
関
与
が
大
き
く
、
建
設
費
が

膨
ら
む
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
、
利
用
に
つ
な
が
ら

ず
に
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
。（
財
）
岡
山
県
環

境
保
全
事
業
団
の
場
合
は
、
最
後
の
受
け
皿
と
い
う
機
能
を

発
揮
し
て
、
県
の
円
滑
な
産
業
廃
棄
物
処
理
・
処
分
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
他
県
か
ら
も
模
範
例
と
さ
れ
、
見
習
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
終
処
分
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
、
ゴ

ル
フ
場
に
し
た
例
を
も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
も
い
い

く
ら
い
で
す
。産
廃
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、

長
い
期
間
で
考
え
た
場
合
、
地
域
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
に
最
終
処
分
場
が
誘
致
対
象
の
施
設
と
な
ら
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

産
業
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
は
産
業
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
小
さ
な
国
の
中
で
、

県
ご
と
に
や
っ
て
い
る
と
コ
ス
ト
が
高
い
。
日
本
の
産

業
に
と
っ
て
は
廃
棄
物
が
効
率
よ
く
処
理
・
処
分
さ
れ

な
い
と
、
国
際
的
な
競
争
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
が
必
要
で
す
。
私
は
日
本
の
廃
棄
物
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
5
兆
円
、
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
1
0
0

兆
円
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
21
世
紀
の
廃
棄
物
業
界
は

明
る
い
と
言
え
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
処
分
場
を
造
る
に

あ
た
っ
て
も
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、
真
正
面
か

ら
対
応
し
説
明
で
き
る
専
門
家
が
必
要
で
す
。（
財
）

岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
に
は
、
廃
棄
物
の
専
門
家
と

し
て
、
蓄
積
し
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
日

本
や
世
界
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。」
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「環境を考
える」講演

会 
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●内　容 ：
 

 
 
●お問合わ

せ・申込み
先 

岡山大学環
境理工学部

環境デザイ
ン工学科　

竹下祐二 

TEL&FA
X ： 086-

251-815
3 

e-mail ： y
ujitake@

cc.okaya
ma-u.ac.

jp 

 
●共　催 ：

（社）地盤
工学会中国

支部 

  　　　　
 廃棄物学

会中国・四
国地区連絡

会 

平成13年
１月24日（

水）13：0
0～17：1

0 

カルチャー
ホテル  

「21世紀
の環境問題

　～廃棄物
問題の解決

策～」 

田中　勝　
岡山大学環

境理工学部
教授（廃棄

物学会会長
）他 

●
21
世
紀
の
産
業
廃
棄
物
と
循
環
社
会
へ
の
展
望



環 　　　境 環 　　　境 ※記述は原則として発刊当時の記事を参考にしています 

この時代の主な出来事 
日本及び世界の出来事 西暦/年号 環境に関する出来事 

大蔵省OBを収賄罪で逮捕（大蔵省・
日銀の接待汚職） 

第18回冬季五輪長野大会開幕（日本
は金メダル12個獲得） 

改正外国為替法施行（金融ビッグバン） 
サッカーＷ杯フランス大会開幕、日本

が初出場 
和歌山市で毒入りカレー事件発生、

4人死亡 
北朝鮮が日本列島越しに新型ミサイル

の発射実験 
金融再生関連法施行。日本長期信用銀
行が特別公的管理（一時国有化）申請。 
日本債権信用銀行にも同法適用通告 
吉永町で産廃処分場建設めぐり住民 

投票。反対票が97.95％ 
台風10号で岡山県下大被害、死者・ 

不明6人 
岡山大医学部付属病院で国内初の生

体部分肺移植に成功 
インドが24年ぶりに核実験。17日後

にパキスタンが初の核実験 
インドネシアのスハルト大統領辞任、

32年の独裁に幕 
米大リーグ・カージナルズのマグワイア 
が62号本塁打を放ち、37年ぶりに記録
更新（シーズン終了までに70本塁打） 

 
 

欧州経済通貨同盟発足（ユーロ誕生） 
高知赤十字病院で臓器移植法施行後、

初の脳死判定 
日米防衛協力のための新指針（ガイド

ライン）関連法成立 
日の丸を国旗、君が代を国歌とする 

国旗国家法成立 
通信傍受法など組織犯罪対策3法成立 
茨城県東海村の核燃料施設で日本初 

の臨界事故 
自民・自由・公明の3党連立の小渕恵三

改造内閣成立 
しまなみ海道（尾道－今治59.4km） 

開通。瀬戸内三橋時代到来 
井原線開業 

備中町平川の郷地区で大陥没発生 
市町村の中高一貫校として全国初の
岡山市立岡山後楽館中学・高校が初の

入学式 
苫田ダム着工。構想から42年目に建設

工事起工式 
JR岡山駅前広場整備完成 

コソボ紛争でユーゴ政府が米ロＥＵの
和平提案受け入れ 

トルコ北西部で大地震、死者約1万
5000人 

東ティモールでインドネシアからの独 
立を問う住民投票で賛成派が78.5％ 
を獲得。国連が多国籍軍部隊投入 
台湾中部で大地震、死者約2200人 
ロシアのエリツｲ ン大統領が辞任、

プーチン首相が代行に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉野川可動堰建設の是非を問う住民
投票で反対票が9割 

新潟県三条市で90年から行方不明に 
なっていた少女保護 

大阪府知事選挙で女性初の太田房江 
知事誕生 

東京の地下鉄日比谷線で脱線衝突
事故、5人死亡 

北海道の有珠山が23年ぶりに噴火 
介護保険制度スタート 

小渕首相が脳梗塞で入院、死去 
森喜朗連立内閣成立 
皇太后さまご逝去 

雪印乳業が集団食中毒を起こし、全国
の牛乳工場を操業停止 

三宅島噴火 
愛知、三重、岐阜の東海三県で豪雨。死 
者7人・行方不明2人、浸水2万6000戸 
鳥取西部地震。鳥取県西部で震度6強
白川英樹筑波大名誉教授がノーベル 

化学賞受賞 
天皇、皇后両陛下ご来岡 

第27回シドニーオリンピック開催 
オーストリア・アルプスでケーブルカー

火災事故 
ロシアが武力介入していたチェチェン

の首都制圧 
アラビア石油がサウジアラビアに持つ

採掘権が失効 
韓国・北朝鮮が初の首脳会議 

米のバイオ企業が人間の全遺伝子情
報を解読と発表 

ロシア原子力潜水艦クルスク沈没 
 

岡山県フロン回収・処理推進協議会
を設置 
岡山県環境基本計画（エコビジョン
2010）を策定 
平成9年版岡山県環境白書を作成 
（以後、毎年作成） 
瀬戸内海の全窒素及び全燐に係る環
境基準の水域類型指定（児島湾、児
島湾沖、牛窓地先海域） 
岡山県ごみ処理広域化計画を策定 
岡山県地域振興部を再編整備し、 
生活環境部を設置 
グリーンオフィス推進プログラム 
（GOP）を策定 
騒音に係る環境基準の改正 
地球温暖化対策の推進に関する法律
の制定 
ダイオキシン暫定排出基準の施行 
家電リサイクル法の制定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公害防止計画（岡山・倉敷地域）を策定 
グリーンオフィス推進プログラムが出
先機関を含め全面実施。 
騒音に係る新環境基準の類型指定を
見直し 
岡山県環境影響評価等に関する条例
を制定 
リサイクル推進店制度を創設。 
第2期岡山県分別収集促進計画を策定 
岡山県アイドリングストップ指針を策定 
岡山県フロン回収・処理マニュアル
を策定 
岡山県フロン回収実施店表示制度を発足 
吉永町産業廃棄物最終処分場計画の行
政不服審査で厚生省による全国初の現
地調査が行われ、県の「不許可」を支持 
「地球環境と私たち」をテーマに岡
山で「第55回日本ユネスコ運動全国
大会」開催　 
苫田ダム着工 
人の健康の保護に関する環境基準及
び地下水の水質に係る環境基準項目
に硝酸性窒素及び亜硝酸窒素、ほう素、
ふっ素の3項目を追加 
「ダイオキシン対策法」成立。環境基
準の策定、総量規制制度、罰則強化を
盛り込む 
環境庁は土壌中のダイオキシン濃度
の暫定指針値を1ｇ当たり1000ピ
コグラムに決定 
佐渡トキ保護センターで人工繁殖で
国内初となるトキのひな誕生 
厚生省、環境庁の合同会合でダイオ
キシンに毒性類似のコプラナーPCB
も規制対象で合意 
ダイオキシン対策閣僚会議で、2010
年までにごみの埋め立て量を半減、
焼却量も約20％削減する目標値を
定める 
 
 
公害防止計画（備後地域）を策定 
第4次岡山県産業廃棄物処理計画を策定 
岡山エコ・ドライブ2010を公募（H13
年3月末まで） 
フィリピンへ不法輸出した栃木県の産
廃業者のコンテナが有害廃棄物の越
境移動を規制するバーゼル条約適用
で強制送還 
香川県豊島産廃問題解決へ 
容器包装リサイクル法完全施行 
倉敷市の「美観地区景観条例」施行 
岡山市が「市環境保全条例」に基づき
「市環境白書」を作成 
倉敷市は「市地球温暖化防止活動実
行計画」を策定。温室効果ガスの総
排出量を5年間で2％削減をめざす
東京都、ディーゼル車全面規制 
荏原製作所藤沢工場で高濃度ダイオ
キシン流出 
G8（主要8カ国）環境相会合で温暖
化対策の重要性を論議し、共同宣言
を採択 
循環型社会形成推進基本法の制定、
施行。同時に循環型社会の実現に向
け廃棄物処理法の改正、再生資源利
用促進法の改正（資源の有効な利用
の促進に関する法律）、建設リサイク
ル法（建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律）、食品リサイクル
法（食品循環資源の再生利用等の促
進に関する法律）、グリーン購入法（国
等による環境物品等の調達の推進等
に関する法律）が整備される 

1998年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1999年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2000年 

（平成10年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成11年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成12年） 

 

岡山県吉永町の産業廃棄物処分場建設計画を不
許可とした県知事の判断に対し、事業者の第三セ
クター（長船町など出資）が請求した行政不服審
査で、厚生省が現地調査を行った。産廃処分場を
めぐる行政不服審査は書面審査が原則で国が現地
調査するのは初めて。 

吉永町産廃処分場建設の行政不服審査 
で厚生省初の現地調査 

年 ● 平成11年 1999

10月6日午後1時半頃、鳥取県西部を震源とする強い地震（マ
グニチュード7.3）が発生。鳥取県境港市と日野町で震度6強、
新見市で震度5強、岡山市で震度5弱を観測した。岡山県内
では、重軽傷13人、家屋倒壊など29棟が損壊。道路には落
石や亀裂が生じ、全線通行止め6カ所など16カ所で交通規制
が相次いだ。 

鳥取県西部地震発生、新見市で震度5強を観測 

年 ● 平成12年 2000

10月17日深夜から18日未明にかけて岡山県内を通過
した台風10号は、県内各地に強い雨風をもたらせ、県
中北部を中心に大きなつめ跡を残した。死者・行方不明
者6人。77カ所で土砂崩れが起き、民家の倒壊、JRや
道路が各地で寸断した。床上・床下浸水は約6000戸、
断水や停電も相次ぎ、生活に大きなダメージを与えた。 

台風10号が岡山県を直撃、中北部で被害続出 
19981998 年 ● 平成10年 

事業者・消費者としての県の地球環境に配慮した試みで、県環境基本
計画推進会議は、行動計画となる「グリーンオフィス推進プログラム」
を策定。廃棄物の量の半減、電力使用量の削減などに本格的に取り組む。 

環境に優しい県庁へ「グリーンオフィス推進計画」策定 
1998 年 ● 平成10年 

吉井川上流の奥津町に計画されている建設省
の苫田ダムの起工式が行われた。昭和32年
の構想から42年目。岡山県政の最重要課題
とされた大型ダム計画は、激しい反対運動や
建設の是非をめぐる論争の末、着工の日を迎
えた。平成15年度中のダム本体の完成、平
成17年4月からの本格稼働を目指す。 

苫田ダム建設工事起工式　 
1999 年 ● 平成11年 

「庭園のこころ、新世紀へ」をテーマに、築庭の歴史に根ざした事業や、新しい魅
力を付加する事業など、一年間を通じて幅広い分野でイベントが開催された。 

岡山後楽園築庭300年祭 
2000 年 ● 平成12年 

シ リ ー ズ 私 た ち の 歴 史 と 環 境  
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岡山県環境基本計画（エコビジョン2010）策定 
気候が温暖で、中国山地、吉備高原、瀬戸内海沿岸など多彩な地形や四季の変化に富んだ岡
山県。この豊かな自然と歴史的な地理風土を県民共有の財産とし、健全で恵み豊かな環境を
将来の世代へと継承することは、今を生きる私たちの責務です。しかし、1960年代以降、
急速な工業化が進み、産業型公害などの環境問題が発生。環境関係諸法令に加え岡山県公害
防止条例などによりその解決に積極的に取り組み、一定の成果があげられました。そのよう
な中、今日の地球温暖化をはじめとする地球環境問題や、都市型・生活型公害など、日常生
活や事業活動に起因する広範な環境問題への対処が必要となってきました。このような環境
問題に対し、1996年（平成8年）に「岡山県環境基本条例」を制定。この条例の基本理念
の実現をめざし、1998年「岡山県環境基本計画エコビジョン2010」が策定されました。
2010年（平成22年）までの具体的な数値目標の設定に基づき、県民・事業者・行政が一
体となって環境保全を総合的・計画的に推進していきます。 

1998年 ● 平成平成10年 1998年 ● 平成10年 

岡山県環境白書を作成（平成9年版） 
岡山県の環境の状況や環境保全のために講じた施策などを中心に掲載した「岡山
県環境白書」。 

1998年 ● 平成10年 11

石灰岩のカルスト地帯にある岡山県備中町平川
の郷地区で、地中の空洞拡大によるとみられる
陥没が発生した上、地盤沈下で橋梁、学校施設、
倉庫などに崩壊の危険性が出る。 

備中町平川の郷地区で陥没穴・ 
地盤沈下発生 

19991999 年 ● 平成11年 

第三セクター・井原鉄道の井原線が開業。建設運動
からほぼ半世紀、着工から33年を要した悲願の達
成を、各駅では記念行事で華やかに祝福した。写真
は1月11日午前11時11分11秒に、弓と矢をイメ
ージした井原駅から総社、神辺方面へ出発した1番
列車。 

井原線（総社－広島・神辺41.7km）開業 
1999 年 ● 平成11年 

写真は処分場が計画されている吉永町都留岐の山林で説明を 
受ける厚生省の担当者。 

※ピコグラム（pg）＝1兆分の1グラム 
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Ｏ
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■公共用水域水質測定地点位置図 
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周匝大橋 
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鷲湯橋 

清内橋 清内橋 
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倉敷川橋 水島港区 
玉島港区 

笹ヶ瀬橋 

福松橋 
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水島地先海域水島地先海域（甲）（甲） 水島地先海域（甲） 
水島地先海域 
（乙） 

備讃瀬戸備讃瀬戸 備讃瀬戸 

児島湾児島湾（丙）（丙） 児島湾（丙） 児島湾（甲） 

児島湾（乙） 牛窓地先海域牛窓地先海域 牛窓地先海域 

播磨灘北西部播磨灘北西部 播磨灘北西部 

児島湖 合流点 霞橋 

猪原橋 
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水
質
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係
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環
境
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は
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人
の
健

康
の
保
護
に
関
す
る
項
目
（
健
康
項
目
）
と
生
活
環
境

の
保
全
に
関
す
る
項
目
（
生
活
環
境
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目
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
基
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値
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。健

康
項
目
に
つ
い
て
は
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
２６
項
目
あ

り
、
全
国
一
律
の
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
環
境
項
目
に
つ
い
て
は
、
河
川
・
湖

沼
・
海
域
別
に
利
用
目
的
に
応
じ
た
「
水
域
類
型
」
が

れ
て
い
る
の
は
児
島
湖
の
み
）

●
健
康
項
目

４
地
点
と
も
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

●
生
活
環
境
項
目

化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
は
、
昨
年
度
に
比

べ
て
低
下
し
、
最
近
の
５
年
間
で
は
平
成
８
年
度
、
９

年
度
と
同
程
度
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
環
境
基
準

の
約
２
倍
近
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
全
窒
素
及
び
全
リ
ン
も
環
境
基
準
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
全
窒
素
に
つ
い
て
は
水
質
目
標
を
達
成
し

て
い
る
。

地
下
水
の
状
況

地
下
水
に
係
る
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
カ
ド

ミ
ウ
ム
等
２６
項
目
の
健
康
項
目
に
つ
い
て
県
下
５７
地
点

で
調
査
し
た
結
果
、
１
地
点
（
岡
山
市
）
で
ヒ
素
が
環

境
基
準
を
超
過
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。

当
該
井
戸
周
辺
の
追
跡
調
査
を
し
た
結
果
、
い
ず
れ

の
井
戸
も
不
検
出
又
は
基
準
値
以
下
で
あ
っ
た
。ま
た
、

周
辺
に
ヒ
素
を
使
用
し
て
い
る
事
業
場
が
見
あ
た
ら
な

い
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
然
的
要
因
に

よ
る
も
の
と
推
定
し
た
。

●
要
監
視
項
目

人
の
健
康
の
保
護
に
関
連
す
る
物
質
で
は
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
直
ち
に
環
境
基
準
健
康
項
目
と
は
せ
ず
、

公
共
用
水
域
等
の
検
出
状
況
な
ど
を
考
え
、
引
き
続
き

知
見
の
集
積
に
努
め
る
べ
き
物
質
と
し
て
ク
ロ
ロ
ホ
ル

ム
等
２２
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
環
境
濃
度
を
把
握
す

る
た
め
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

河
川
１４
地
点
、
海
域
１３
地
点
及
び
地
下
水
２
地
点
で
延

６
７
４
検
体
（
そ
の
他
項
目
と
し
て
測
定
し
て
い
る
Ｅ

Ｐ
Ｎ
を
除
く
）
に
つ
い
て
測
定
し
た
結
果
、
指
針
値
を

上
回
っ
た
検
体
は
な
か
っ
た
。

●
特
殊
項
目

河
川
３６
地
点
、
湖
沼
２
地
点
、
海
域
２７
地
点
で
延
５

１
２
検
体
に
つ
い
て
測
定
を
行
っ
た
。
環
境
基
準
は
設

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
人
の
健
康
を
保
護
す

る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
特
に

問
題
と
な
る
数
値
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

●
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能

（
一
定
の
条
件
下
で
水
が
も
つ
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の

潜
在
的
な
生
成
量
を
測
定
す
る
も
の
）

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
は
水
道
原
水
中
に
含
ま
れ
る
有
機

物
質
と
水
道
水
の
浄
水
過
程
等
で
使
用
さ
れ
る
塩
素
が

反
応
し
て
生
成
さ
れ
る
物
質
で
、
発
ガ
ン
性
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

県
下
の
河
川
３９
地
点
で
延
８５
検
体
に
つ
い
て
測
定
を

行
っ
た
。
環
境
基
準
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
水
道

法
に
よ
る
水
質
基
準
（
飲
用
に
よ
る
基
準
値
）
の
総
ト

リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
濃
度
の
０.１
ｍｇ
／
r
を
超
え
る
検
体
は
な

か
っ
た
。

（
岡
山
県
生
活
環
境
部
環
境
指
導
課
）

年
度
と
同
様
の
１０
水
域
中
３
水
域
（
水
島
港
区
、
玉
島

港
区
、
児
島
湾
（
甲
））
で
あ
っ
た
。
な
お
、
水
島
地

先
海
域
（
甲
）、
水
島
地
先
海
域
（
乙
）、
児
島
湾
（
乙
）、

児
島
湾
（
丙
）、
備
讃
瀬
戸
、
牛
窓
地
先
海
域
及
び
播

磨
灘
北
西
部
で
は
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
い
。

全
窒
素
及
び
全
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年
度
に

海
域
の
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
、
８
水
域
が
あ
て
は
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
全
窒
素
の
環
境
基
準
を
達

成
し
て
い
な
い
の
は
昨
年
度
の
２
水
域
か
ら
１
水
域
減

少
（
児
島
湾
沖
）
し
て
、
水
島
地
先
海
域
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
全
リ
ン
に
つ
い
て
、
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い

な
い
の
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
水
島
地
先
海
域
及
び
児

島
湾
沖
で
あ
る
が
、
両
水
域
と
も
水
質
目
標
を
達
成
し

て
い
る
。

児
島
湖
の
状
況

（
本
県
で
湖
沼
の
環
境
基
準
の
類
型
が
あ
て
は
め
ら
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■児島湖水質経年変化（COD：75％値） 

■環境基準達成状況の推移（BOD又はCOD） 

（注）75％値とは、年間n個の日間平均値を小さいものから順に並べたとき、0.75×n番目にくるデータのことである。 

 
健 康 項 目  
 
 
 
生活環境項目 
 
 
 要監視項目   
 
 特 殊 項 目  
 
 
その他項目  

カドミウム等の重金属類、トリクロロエ
チレン等の有機塩素系化合物及びシ
マジン等の農薬類等26項目 
 
水素イオン濃度（pH）、生物化学的酸
素要求量（BOD）、浮遊物質量（SS）
等9項目 
 
 
クロロホルム、トルエン等21項目 
 
 
銅、亜鉛、溶解性鉄、溶解性マンガン、
総クロム 
 
栄養塩類、EPN、塩素量、クロロフィルa、
トリハロメタン生成能 

◆測定項目内訳 

公
共
用
水
域
・
地
下
水
の 

水
質
調
査
結
果 

平
成
11
年
度 

 
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目 

 

環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
項
目 



No.

近
年
の
ク
ワ
ガ
タ
ブ
ー
ム
で
、
本
種
は
絶
大
な
人
気

を
博
し
て
い
る
。
姿
が
光
沢
あ
る
黒
色
美
形
で
、
大
型

（
雄
最
大
級
で
体
長
七
五
ミ
リ
前
後
）。
野
外
の
天
然
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
極
少
な
ど
が
主
な
要
因
で
あ
ろ
う
か
。

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
は
日
本
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
、

台
湾
な
ど
に
別
亜
種
が
分
布
。
同
属
の
仲
間
も
世
界
に
約

四
十
種
が
知
ら
れ
、
決
し
て
希
少
な
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
日
本
産
に
関
し
て
言
え
ば
、

低
山
帯
の
人
里
近
く
の
雑
木
林
が
主
な
生
息
地
で
あ
っ
た

た
め
、
営
農
形
態
の
変
化
や
開
発
の
影
響
に
よ
る
雑
木
林

の
減
少
、
人
気
化
に
よ
る
採
集
圧
の
増
大
な
ど
が
、
個
体

数
の
減
少
に
結
び
つ
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
め
な
い
。

環
境
庁
は
こ
の
度
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
見
直
し
で
、
本

種
を
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し
た
。

県
下
に
も
本
種
の
愛
好
者
が
大
勢
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
学
術
的
分
布
報
告
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
夏
か
ら
初

秋
に
か
け
雌
が
立
ち
枯
れ
の
朽
ち
木
に
産
卵
、
そ
れ
か
ら

数
年
に
わ
た
る
生
涯
が
始
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
青
野
孝
昭
）

オ
オ
ク
オ
ク
ワ
ガ
タ
ガ
タ 
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ 

環　　　 境

調
査
を
行
う
上
で
重
要
な
基
本
事
項
の
一

つ
に
、
位
置
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
調
査
し
て
も
そ
こ
が
ド
コ
な
の

か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
に
は
な
り
ま
せ

ん
。位

置
を
知
る
方
法
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

最
近
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
測
位
シ
ス
テ
ム
）
と
い
う
文
明
の
利
器
も

あ
り
、
簡
単
に
位
置
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
電
波
が
届
き
に
く
い
谷

間
と
か
鬱
蒼
と
し
た
森
林
の
中
で
は
精
度
が
落

ち
て
し
ま
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
精
度
が

よ
い
も
の
は
そ
れ
な
り
に
値
段
が
高
く
な
り
ま

す
。Ｇ

Ｐ
Ｓ
よ
り
も
安
価
で
確
実
に
位
置
を
知

る
方
法
と
し
て
は
、
熟
練
が
い
り
ま
す
が
、
や

は
り
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方
位
磁
針
）
を
用
い

る
の
が
一
番
で
し
ょ
う
。

地
図
は
国
土
地
理
院
発
行
の
地
形
図
（
二

万
五
千
分
の
一
、
五
万
分
の
一
な
ど
）
が
正
確

で
使
い
や
す
い
で
す
。
こ
の
地
図
に
は
標
高
や

施
設
位
置
だ
け
で
は
な
く
、
緯
度
経
度
の
情
報

も
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
得
ら
れ
た

情
報
を
地
図
上
に
落
と
す
こ
と
も
容
易
で
す
。

た
だ
、
地
図
の
更
新
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
何
年
に
作
成
さ
れ
た
地
図

で
あ
る
か
を
確
か
め
な
い
と
、
地
図
上
の
地
形

と
現
地
形
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
よ
り
縮
尺
が
小
さ
い
も
の
が
必
要

な
場
合
は
市
町
村
の
都
市
計
画
図
（
岡
山
市
に

は
一
万
分
の
一
と
二
千
五
百
分
の
一
が
あ
り
ま

す
）
を
利
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

コ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
安
価
な
も
の
で

も
役
立
ち
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
周
囲
に
１
度
刻

み
の
目
盛
り
が
つ
い
た
も
の
を
お
薦
め
し
ま

す
。
こ
れ
は
磁
石
の
示
す
北
（
磁
北
）
と
地
図

に
示
さ
れ
た
北
（
真
北
）
は
５
度
〜
１０
度
の
差

（
偏
角
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
偏
角
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
地
形
図
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
値
分
だ
け
磁
北
は

西
に
偏
っ
て
い
る
と
考
え
て
下
さ
い
。

以
前
、
森
林
の
調
査
地
点
を
事
前
に
設
置

す
る
作
業
を
し
た
と
こ
ろ
、
後
で
調
査
に
行
っ

た
同
僚
か
ら
、「
調
査
地
点
が
谷
一
つ
違
っ
て

い
た
」
と
し
か
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
調
査

地
点
は
浅
い
Ｙ
字
状
の
谷
の
上
部
に
あ
り
、
全

面
植
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
誤
差
が
大
き
く
な
り
、
逆
方
向
の
谷

に
登
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
私
も
ま
だ
ま

だ
地
形
を
読
め
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

早春に行われる後楽園の風物詩。枯れ芝を焼くこと
で害虫の卵や病原菌等の駆除と芝生の春の芽出しを
揃えます。 

後楽園（岡山市） 

後楽園の芝焼き 
2月9日（金） 

芝焼きとともに春を迎える準備としての行事です。
●お問い合せ 
　岡山後楽園　(086)272-1148

後楽園（岡山市） 

後楽園の菰焼き 
2月26日（月） 

スキーヤーと会場とが一体となる、冬最大のイベン
ト。大雪像、仕掛け花火、レーザーショーが見どこ
ろです。雪像づくり、おもしろカーリング、雪上宝
さがしなど参加者募集中。 
●お問い合せ 
　上斎原村振興公社　(0868)44-2657

恩原高原スキー場パノラマゲレンデ（上斎原村） 

第9回恩原高原バイエルンの森氷紋まつり 
1月27日（土） 

大井野小
中学校（

大佐町）
 お～いの

源流体験
村・雪ま

つり 2月4日（日） 

1チーム7名からなる、スポーツとしての雪合戦大会。

一般40チーム、女性10チーム、ジュニア10チー

ムの参加者を募集中。 ●お問い合せ 　雪合戦連盟事務局　(0867)77-2020

新見千屋温泉いぶきの里ふれあい広場（新見市） 

第5回岡山県雪合戦大会 

2月11日（日） 

廃棄物交換情報制度とは、再利用できる廃棄物を利用できる方、又は提供できる方が、それぞれの内容を登録し、 
その情報を提供することにより廃棄物を資源として流通させ、事業者間相互の再利用を促進しようとする制度です。 

処分費の 
経費削減 

原料費の 
経費節減 

提供者 再利用者 
資源（元廃棄物） 

TEL 086-298-2123（財）岡山県環境保全事業団　環境事業部 詳しくは、右記の相談・手続き窓口へ 

かまくら
や雪上運

動会、雪
像づくり

が楽しめ
ます。

また、ス
ノーモー

ビル、ス
ノーバギ

ーの体験
もでき

ます。 

●お問い
合せ 

　大佐町
産業開発

課　(08
67)98

-2111

発　行　日／ 
 
発　行　所／ 
 
 
 
 
 

平成12年12月31日 
 財団法人 

岡山県環境保全事業団 
〒701-0212　岡山市内尾665-1 
TEL.086-298-2122（代） 
FAX.086-298-2496 
 http://www.kankyo.or.jp  
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集 

後 
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い
よ
い
よ
21
世
紀
の
始
ま
り
で

す
。
20
世
紀
は
人
類
が
飛
躍
的
発

展
を
遂
げ
た
一
方
で
、
負
の
遺
産

も
創
り
だ
し
た
世
紀
で
し
た
。 

　
利
便
性
・
効
率
性
を
と
こ
と
ん

追
求
す
る
社
会
の
価
値
観
は
、
今

世
紀
に
も
引
き
継
が
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
先
に
は
ど
ん
な
社

会
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

　
人
類
の
英
知
に
よ
り
宇
宙
船
“地

球
号
”が
い
つ
ま
で
も
安
全
な
航

海
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

岡
山
県
の
森
林
の
う
ち
約
60
％
が
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
。
勝
山
町
を
は
じ
め

県
北
の
山
々
に
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

頂
上
部
の
三
角
形
が
整
然
と
並
ん
だ
風

景
が
見
ら
れ
る
。
冬
、
雪
の
降
り
始
め

に
は
、
白
い
雪
が
整
然
と
並
ん
だ
三
角

形
を
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

美
し
い
幾
何
学
模
様
が
現
れ
る
。 

●

表
紙
の
コ
メ
ン
ト 

自
然
の
中
の
幾
何
学
模
様 

雪
化
粧
す
る
県
北
の
ス
ギ
林 

No.91

【
岡
山
の
昆
虫
】
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